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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第２期

第２四半期連結
累計期間

第３期
第２四半期連結

累計期間
第２期

会計期間
自2012年４月１日
至2012年９月30日

自2013年４月１日
至2013年９月30日

自2012年４月１日
至2013年３月31日

収益

（第２四半期連結会計期間）（千円）

2,438,433

(1,189,051)

2,245,197

(1,163,162)
4,724,193　

税引前四半期（当期）利益（千円） 472,929 130,763 968,373

四半期（当期）利益

（親会社の所有者に帰属）

（第２四半期連結会計期間）（千円）

　

295,295

(144,282)

　

78,581

(27,959)

591,150

四半期（当期）包括利益

（親会社の所有者に帰属）（千円）
292,718 82,471 594,157

親会社の所有者に帰属する持分（千円） 1,656,245 3,050,080 3,330,821

総資産額（千円） 9,205,153 7,364,828 10,711,736

基本的１株当たり四半期（当期）利益

（親会社の所有者に帰属）

（第２四半期連結会計期間）（円）

　

18.43

(9.00)

　

3.68

(1.31)

33.30

希薄化後１株当たり四半期（当期）利益

（親会社の所有者に帰属）（円）
－ － －

親会社所有者帰属持分比率（％） 17.99 41.41 31.10

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） 508,571 △2,865,812 352,049

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △84,871 △119,854 △22,643

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） △209,534 △363,212 1,202,168

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
8,110,632 6,188,108 9,513,086

（注）１．当社は要約四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．当社は、国際会計基準（以下「IFRS」という。）に基づいて連結財務諸表を作成しております。

３．収益には、消費税等は含まれておりません。

４．第２期第２四半期連結累計期間の希薄化後１株当たり四半期（当期）利益（親会社の所有者に帰属）につい

ては、新株予約権残高がありますが、当社株式が非上場であったため、期中平均株価が把握できないため記

載しておりません。

５．第２期及び第３期第２四半期連結累計期間の希薄化後１株当たり四半期（当期）利益（親会社の所有者に帰

属）については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

６．株価の韓国ウォンから円への換算については、基準日におけるソウル外国為替仲介株式会社の参考為替レー

トにより計算しております。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　なお、第１四半期会計期間において、SBIペイフォーオール株式会社を新たに連結子会社としております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府による緊急経済対策の本格化に伴う公共投資の増加や

東京オリンピック開催への期待、来年４月の消費税引上げ前の駆込み需要等が景況感を押し上げたことで、着実

な回復軌道をたどっております。

当社グループの主要事業領域である消費者向け電子商取引市場も、インターネットの普及率の上昇やスマート

フォン・タブレット端末の普及、世帯構成の変化等を背景に順調に拡大を続け、2012年の市場規模は9.5兆

円、　前年比12.5％増となりました。

また、スマートフォン・タブレット端末の普及は電子商取引だけでなく、店舗におけるクレジットカード決済

にも大きな変化をもたらしています。スマートフォンやタブレット端末を利用した決済端末は、従来と比較して

導入費用が大きく下がることから、これまで導入を見合わせていた中小規模事業者を中心に利用が拡大してお

り、今後もクレジットカード市場は継続的な成長が見込まれております。

このような状況の中、当社グループは事業規模の拡大を図るため、以下３つ戦略に基づき事業を推進し、取扱

高は54,495,120千円（前年同期比127.9％）、処理件数は8,226,472件（前年同期比121.0％）となりました。

　

① オンライン決済市場における成長

ネットショップ等の物販サイトをはじめ、ホテル・レジャー施設サイト等での予約決済など新規加盟店の

獲得や既存加盟店への決済サービス追加導入に注力しました。また、SBI損害保険株式会社をはじめとした

SBIグループ企業へのサービス導入も順調に進み、取扱高・処理件数の増加に貢献いたしました。

　

② オフライン決済市場の開拓

当社グループは、POS連動が可能なシステムと多彩な決済端末の提供を強みにオフライン決済市場に参入

し、POSベンダーや自動精算機メーカー等を中心に提携を拡大しています。とりわけ、スマートフォンやタブ

レット端末を利用した簡易POS端末は、ファッション性を重視するアパレル業界やヘアーサロンなどの美容業

界、飲食業等で積極的に活用する傾向にあるため、当社グループでは当該業界への導入実績が豊富なPOSベン

ダーとの連携をより強化しました。また、これらの業界以外ではタクシー配車システムとの連携等、顧客の

多様化するニーズに応え、加盟店数の増加に貢献いたしました。

なお、当第２四半期連結累計期間においては、総合エンタテインメント事業を展開する株式会社セガが

2013年８月に開業した大自然体験型博物館「Orbi」施設内のクレジットカード決済処理を受託しておりま

す。

　

③ 海外加盟店の獲得及び業務提携等の推進

本年度より、海外加盟店の獲得及び業務提携を行う専門部署を立ち上げ、速やかな顧客対応、サービスや

申請業務の改善、運営アドバイス、日本市場の情報共有に努めております。

韓国市場における取り組みとしては、専任の営業社員を採用して営業力を強化しました。また、加盟店拡

大施策として、韓国から日本市場に進出する韓国EC事業者向けにオープンソース型ECプラットフォーム

「Magento」に対応した決済モジュールの提供や、キャンペーン実施により加盟店数が増加しました。

韓国以外のアジア市場における取り組みとしては、引き続きシンガポールを拠点にEC事業を展開する日系

企業や現地企業向けに決済サービスの導入を進めております。当第２四半期連結累計期間においては、日本

の大手コンタクトレンズ総合メーカーが展開するアジア市場向けECサイトで採用される等、実績を着実に積

み上げております。
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一方で、新規事業の立ち上げに関わる費用等が増加した結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間にお

ける経営成績は、収益2,245,197千円（前年同期比92.1％）、売上総利益787,364千円（前年同期比72.0％）、税

引前四半期利益130,763千円（前年同期比27.6％）、四半期利益78,581千円（前年同期比26.6％）となりまし

た。

　

（２）財政状態及びキャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は7,364,828千円となり、前連結会計年度末の10,711,736千円から

3,346,908千円の減少となりました。また、資本は前連結会計年度末に比べ280,741千円減少し、3,050,080千円

となりました。

　なお、当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ為替変動の影響に

よる増加額23,900千円を含め3,324,978千円減少し、6,188,108千円となりました。当第２四半期連結累計期間に

おける各キャッシュ・フローの状況及び主な要因は以下のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において、営業活動によるキャッシュ・フローは2,865,812千円の支出（前年同

期は508,571千円の収入）となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益130,763千円、売上債権及びそ

の他債権の減少19,539千円となった一方で、前年同四半期連結会計期間末日が金融機関の休業日であったこと

による仕入債務及びその他債務の減少2,958,467千円、その他負債の減少67,709千円によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において、投資活動によるキャッシュ・フローは119,854千円の支出（前年同期

は84,871千円の支出）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出55,757千円、無形資産の取得

による支出67,241千円によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において、財務活動によるキャッシュ・フローは363,212千円の支出（前年同期

は209,534千円の支出）となりました。これは配当金の支払額363,212千円によるものであります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。　

　

（４）研究開発活動

　　　　 該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 42,800,000

計 42,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2013年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2013年11月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,365,400 21,365,400

　
韓国証券取引所
（KOSDAQ市場）

 

当社は単元株制度

を採用しておりま

せん。

計 21,365,400 21,365,400 － －

（注）１．「提出日現在発行数」欄には、2013年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使に

より発行された株式数は含まれておりません。

２．当社株式については、韓国KOSDAQ市場上場に際し、すべての発行済株式を韓国證券預託院（KSD）に預

託し、これを裏付けに発行された預託証券をもって上場するという手続を踏んでおります。このため、

便宜上、当第２四半期会計期間末の預託証券保有者が株式名義人としております。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2013年７月１日～
2013年９月30日

－ 21,365,400 － 802,667 － 752,667
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（６）【大株主の状況】

　 2013年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

SBIブロードバンドファンド１号

投資事業有限責任組合
東京都港区六本木１丁目6-1 5,608,400 26.2

SBIビービー・モバイル投資事業

有限責任組合
東京都港区六本木１丁目6-1 5,608,400 26.2

SBIホールディングス株式会社 東京都港区六本木１丁目6-1 4,807,200 22.6

Hwag Youngil Dalseong-gun, Daegu, Korea 123,300 0.6

Cho Dongmyung Gangnam-gu, Seoul, Korea 100,243 0.5

Kim Haryong Jeju-si, Jeju-do, Korea 100,000 0.5

Korea Securities Finance

Corporation

34-9, Yeouido-dong, Youngdeungpo-gu,

Seoul, Korea
98,476 0.5

Han Yeonga
Bundang-gu, Seongnam-si, Gyeonggi-do,

Korea
80,000 0.4

Kim gyeongae Seocho-gu, Seoul, Korea 70,000 0.3

WOORIBANK
203 Hoehyeon-dong 1-ga Jung-gu, Seoul,

Korea
70,000 0.3

計 － 16,666,019 78.0

（注）当社は韓国預託証券（ＫＤＲ）発行会社であり、当社としてこの第２四半期会計期間末時点におけるＫＤＲ保有

者の確認ができませんので、2013年３月31日現在でのＫＤＲの保有者の状況について記載しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 2013年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,365,400 21,365,400 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 21,365,400 － －

総株主の議決権 － 21,365,400 －

　

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社グループの要約四半期連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年

大蔵省令第28号）第１条の２第２項第１号及び第２号に掲げる「特定会社」の要件を満たすことから、「四半期連結

財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第93条の規定により、国際会計基準

第34号「期中財務報告」に準拠して作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2013年７月１日から

2013年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2013年４月１日から2013年９月30日まで）に係る要約四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【要約四半期連結財務諸表】

（１）【要約四半期連結財政状態計算書】

     （単位：千円）

 
注記
番号

 
前連結会計年度

（2013年３月31日）
 

当第２四半期
連結会計期間

（2013年９月30日）

資産      

非流動資産      

有形固定資産（純額） ９  197,226  188,864

のれん 13  －  15,946

無形資産 ９  136,458  182,117

繰延税金資産   68,536  75,555

その他の非流動資産   350,827  367,210

非流動資産合計   753,047  829,692

流動資産      

棚卸資産   －  6,445

売上債権及びその他の債権   255,059  204,183

短期貸付金 11  3,679  3,629

未収還付法人所得税   70,862  －

その他の流動資産   116,003  132,771

現金及び預金 　  9,513,086  6,188,108

流動資産合計   9,958,689  6,535,136

資産合計   10,711,736  7,364,828
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     （単位：千円）

 
注記
番号

 
前連結会計年度

（2013年３月31日）
 

当第２四半期
連結会計期間

（2013年９月30日）

負債及び資本      

負債      

非流動負債      

引当金   43,214  43,541

非流動負債合計   43,214  43,541

流動負債      

短期借入金   300,000  300,000

仕入債務及びその他の債務 11  6,732,382  3,752,758

未払法人所得税   97,770  59,777

引当金   48,153  65,607

その他の流動負債   159,396  93,065

流動負債合計   7,337,701  4,271,207

負債合計   7,380,915  4,314,748

資本      

資本金   802,667  802,667

資本剰余金   1,292,789  1,292,789

利益剰余金   1,233,667  949,036

累積その他の包括利益   1,698  5,588

親会社の所有者に帰属する持分   3,330,821  3,050,080

資本合計   3,330,821  3,050,080

負債及び資本合計   10,711,736  7,364,828
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（２）【要約四半期連結包括利益計算書】

 【第２四半期連結累計期間】     （単位：千円）

 
注記
番号

 
前第２四半期連結累計期間
（自2012年４月１日
至2012年９月30日）

 
当第２四半期連結累計期間
（自2013年４月１日
至2013年９月30日）

収益 11  2,438,433  2,245,197

売上原価 　  （1,344,667)  (1,457,833)

売上総利益 　  1,093,766  787,364

販売費 　  (104,584)  (135,239)

管理費 11  (482,136)  (541,284)

営業利益 　  507,046  110,841

金融収益 　  660  676

その他の収益・費用 　  （33,350)  20,378

財務費用 　  (1,427)  (1,132)

税引前四半期利益 　  472,929  130,763

法人所得税 　  (177,634)  (52,182)

四半期利益 　  295,295  78,581

その他の包括利益 　     

為替換算調整勘定 　  (2,577)  3,890

税引後その他の包括利益（損失） 　  (2,577)  3,890

四半期包括利益 　  292,718  82,471

四半期利益の帰属 　     

親会社の所有者 　  295,295  78,581

非支配持分 　  －  －

四半期利益 　  295,295  78,581

四半期包括利益の帰属 　     

親会社の所有者 　  292,718  82,471

非支配持分 　  －  －

四半期包括利益 　  292,718  82,471

１株当たり四半期利益 　     

基本的１株当たり四半期利益（円） ８  18.43  3.68

希薄化後１株当たり四半期利益（円） ８ 　 － 　 －
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【第２四半期連結会計期間】 　 　　 　
（単位：千円）

　
注記
番号

　
前第２四半期連結会計期間
（自2012年７月１日
至2012年９月30日）

　
当第２四半期連結会計期間
（自2013年７月１日
至2013年９月30日）

収益 　 　 1,189,051 　 1,163,162

売上原価 　 　 （661,776) 　 (781,790)

売上総利益 　 　 527,275 　 381,372

販売費 　 　 (47,067) 　 (76,201)

管理費 　 　 (231,911) 　 (252,000)

営業利益 　 　 248,297 　 53,171

金融収益 　 　 636 　 645

その他の収益・費用 　 　 （17,148) 　 （6,104)

財務費用 　 　 (596) 　 (568)

税引前四半期利益 　 　 231,189 　 47,144

法人所得税 　 　 (86,907) 　 (19,185)

四半期利益 　 　 144,282 　 27,959

その他の包括利益 　 　　 　　

為替換算調整勘定 　 　 986 　 3,074

税引後その他の包括利益（損失） 　 　 986 　 3,074

四半期包括利益 　 　 145,268 　 31,033

四半期利益の帰属 　 　　 　　

親会社の所有者 　 　 144,282 　 27,959

非支配持分 　 　 － 　 －

四半期利益 　 　 144,282 　 27,959

四半期包括利益の帰属 　 　　 　　

親会社の所有者 　 　 145,268 　 31,033

非支配持分 　 　 － 　 －

四半期包括利益 　 　 145,268 　 31,033

１株当たり四半期利益 　 　　 　　

基本的１株当たり四半期利益（円） ８ 　 9.00 　 1.31

希薄化後１株当たり四半期利益（円） ８ 　 － 　 －
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（３）【要約四半期連結持分変動計算書】

　       
 

（単位：千円）

 
注記
番号

資本金

資本剰余金

利益剰余金

累積その他
の包括利益

資本合計

資本準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金

合計
為替換算
調整勘定

2012年４月１日残高  75,000 25,000 622,319 647,319 642,517 (1,309) 1,363,527

四半期包括利益         

四半期利益      295,295  295,295

税引後その他の包括利
益（損失）

      (2,577) (2,577)

四半期包括利益合計  － － － － 295,295 (2,577) 292,718

2012年９月30日残高  75,000 25,000 622,319 647,319 937,812 (3,886) 1,656,245

　

　       （単位：千円）

 
注記
番号

資本金

資本剰余金

利益剰余金

累積その他
の包括利益

資本合計

資本準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金

合計
為替換算
調整勘定

2013年４月１日残高  802,667 670,470 622,319 1,292,789 1,233,667 1,698 3,330,821

四半期包括利益         

四半期利益      78,581  78,581

税引後その他の包括利
益（損失）

      3,890 3,890

四半期包括利益合計  － － － － 78,581 3,890 82,471

剰余金の配当 ７     (363,212)  (363,212)

2013年９月30日残高  802,667 670,470 622,319 1,292,789 949,036 5,588 3,050,080
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（４）【要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

　     （単位：千円）

 
注記
番号

 
前第２四半期連結累計期間
（自2012年４月１日
至2012年９月30日）

 
当第２四半期連結累計期間
（自2013年４月１日
至2013年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー      

１．営業活動によるキャッシュ・フロー      

（１）税引前四半期利益   472,929  130,763

（２）加減      

減価償却費及び償却費   41,313  34,922

金融収益   (660)  (676)

財務費用   1,427  1,132

為替差損益   42,211  (6,316)

金融資産評価損益   903  －

固定資産除却損 　 　 70 　 －

雑収入（雑損失） 　 　 (1,929) 　 3

   83,335  29,065

（３）運転資本の増減      

売上債権及びその他債権の増減   9,252  19,539

貸倒引当金の増減   3,244  7,034

棚卸資産の増減 　 　 － 　 150

その他資産の増減   (19,414)  (16,545)

仕入債務及びその他債務の増減   194,736  (2,958,467)

引当金の増減   (24,473)  17,454

その他負債の増減   16,088  (67,709)

   179,433  (2,998,544)

小計   735,697  (2,838,716)

２．利息の支払額   (1,030)  (813)

３．法人所得税の支払額   (226,096)  (26,283)

営業活動によるキャッシュ・フロー   508,571  (2,865,812)
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     （単位：千円）

 
注記
番号

 
前第２四半期連結累計期間
（自2012年４月１日
至2012年９月30日）

 
当第２四半期連結累計期間
（自2013年４月１日
至2013年９月30日）

投資活動によるキャッシュ・フロー      

定期預金の預入による支出   －  (291)

利息及び配当金の受取額   656  681

有形固定資産の取得による支出   (6,202)  (55,757)

子会社株式の取得による支出 　  －  (24,580)

無形資産の取得による支出   (11,173)  (67,241)

無形資産の売却による収入   －  25,000

貸付金の回収による収入 　 　 － 　 50

営業保証金の純増減額 　 　 (68,353) 　 1,999

その他の収入   201  285

投資活動によるキャッシュ・フロー   (84,871)  (119,854)

財務活動によるキャッシュ・フロー      

リース債務の支払額   (9,534)  －

短期借入金の返済による支出   (200,000)  －

配当金の支払額   －  (363,212)

財務活動によるキャッシュ・フロー   (209,534)  (363,212)

現金及び現金同等物の増加額（減少額） 　  214,166  (3,348,878)

現金及び現金同等物の期首残高   7,932,531  9,513,086

現金及び現金同等物に係る為替変動の影響額   (36,065)  23,900

現金及び現金同等物の四半期末残高 　  8,110,632  6,188,108
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【要約四半期連結財務諸表注記】

１．報告企業

　SBI AXES株式会社（以下、「当社」）は日本に所在する企業であります。当社の要約四半期連結財務諸表は、

2013年９月30日を期末日とし、当社及びその子会社（以下、「当社グループ」）により構成されております。

　当社グループは、電子商取引業者（以下、「加盟店」）と最終消費者間の決済が安全かつ簡単で、そして低コス

トで行われるように取次ぐ決済サービス事業を営んでおります。　

　

２．作成の基礎

　当社グループの要約四半期連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51

年大蔵省令第28号）第１条の２第２項第１号及び第２号に掲げる「特定会社」の要件を満たすことから、「四半期

連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第93条の規定により、国際会

計基準第34号「期中財務報告」に準拠して作成しており、年次連結財務諸表で要求されているすべての情報が含ま

れていないため、2013年３月31日に終了した連結会計年度の連結財務諸表と併せて利用されるべきものでありま

す。

　

３．重要な会計方針

　以下を除き、当社グループが要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、2013年３月31日に終

了した連結会計年度に係る連結財務諸表において適用した会計方針と同一であります。なお、四半期連結累計期間

の法人所得税は年間の見積実効税率に基づいて算定しております。

　

新会計基準の適用の影響

　当社グループは、第１四半期連結会計期間より以下の基準を採用しております。　

　

区分 内容

IAS第１号

財務諸表の表示

・その他の包括利益がどのように表示されるかについての取り扱いが改訂さ

れております。

・比較情報に関する以下の規定の明確化。

・完全な１組の財務諸表としては、１つの比較期間(前期）のみが求められる

（最低限の比較情報）。

・IFRSで要求される最低限の比較情報に加えて表示される比較情報（追加の

比較情報）を財務諸表として表示した場合は、それに関連する注記を記載

する。

・会計方針の変更、遡及的修正再表示又は組替えの結果、前期の期首財政状

態計算書に重要な影響が生じる場合には、最低限の比較情報に加え、前期

期首の財政状態計算書（３番目の計算書）を表示する。

・上記の前期期首財政状態計算書について、会計方針の変更、遡及的修正再

表示又は組替えに関する特定の注記以外の注記の開示は要求されない。

IAS第19号

従業員給付

・確定給付制度債務や制度資産の変動の影響の処理について遅延認識を廃止

し、すべて即時認識とする処理へ改訂されております。

・数理計算上の差異は、純損益に認識する選択肢を廃止し、その他の包括利

益として認識し、損益に再分類しない方法へ改訂されております。

・期待運用収益が廃止され、利息費用の計算方法が改訂されております。

・退職後給付に関する開示内容が拡充されております。

IAS第27号

個別財務諸表

・現行のIAS第27号の連結規定がIFRS第10号に置き換えられております。

IAS第28号

関連会社及び共同支配企業に

対する投資

・IFRS第10号、IFRS第11号及びIFRS第12号の公表に基づく改訂がなされてお

ります。

IFRS第１号

国際財務報告基準の初度適用

・初度適用企業の政府からの借入金の認識と測定が公表されております。

IFRS第７号

金融商品：開示

・IAS第32号の改訂の公表による改訂がなされております。
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IFRS第10号

連結財務諸表

・すべての企業に対して適用すべき、支配の定義、支配の要素及び支配の評

価を含む単一の連結規定が公表されております。

IFRS第11号

共同支配の取決め

・共同支配をする複数の当事者間での取り決めに関し、ジョイント・オペ

レーション（現行の共同支配の資産と共同支配の営業活動の概念を結合）

又はジョイント・ベンチャー（現行の共同支配企業の概念）に分類されて

おります。

・ジョイント・ベンチャーの持分に持分法会計の使用が要求され、比例連結

法が削除されております。

・ジョイント・オペレーションについては、その持分に関連した資産、負

債、収益及び費用が認識するという改訂がなされております。

IFRS第12号

他の企業への関与の開示

・他の企業に対する持分の性質及びそれらに係るリスク、並びにそれらの持

分が企業の財務諸表に与える影響を開示する要求が統合されております。

IFRS第13号

公正価値測定

・公正価値で測定される金融商品と非金融商品項目の双方に適用する単一の

ガイダンスが新設されております。

　それぞれの経過規定に準拠して適用しております。なお、早期適用した基準書等はありません。　

　上記の基準書等については、当第２四半期連結累計期間において重要な影響はありません。

　

４．重要な会計上の見積り及び見積りを伴う判断

　要約四半期連結財務諸表の作成にあたり、見積り及び仮定を行うことが要求されます。

　要約四半期連結財務諸表における重要な会計上の見積り及び見積りを伴う判断については、原則として、2013年

３月31日に終了した連結会計年度に係る連結財務諸表での開示内容と同様であります。

　見積り及び仮定は個々の経験と利用可能なその他の要因に基づいております。そのため、実績値はこのような見

積り値と異なる可能性があります。

　見積り及び基礎となる仮定は継続的に見直されています。会計上の見積りの修正は、修正した期間のみに影響を

与える場合は修正が行われた当該期間に認識され、修正した期間及び将来の期間の双方に影響を及ぼす場合には当

該期間及び将来の期間で認識します。

　

５．連結範囲の変更

　本要約四半期連結財務諸表における連結範囲は、以下を除き、2013年３月31日に終了した連結会計年度に係る連

結財務諸表から重要な変更はありません。

　第１四半期連結会計期間において、SBIペイフォーオール株式会社を新たに完全子会社化したため、連結の範囲

に含めております。

　

６．セグメント情報

　当社グループの事業部門は決済サービスの単一事業部門で構成されております。経営者は当社グループの成果評

価のために利益を全社的に検討しており、個別に報告するセグメント情報はありません。

　また、四半期連結累計期間及び四半期連結会計期間終了日現在、当社グループの重要な事業部門は日本国のみに

存在しており、当社グループの連結収益の10％以上を占める日本以外の地域が存在しないため、地域別情報の開示

も省略しており、連結収益の10％以上を構成する単一の外部顧客との取引もないため主要な顧客に関する情報の開

示も省略しております。

　

７．配当金

　当第２四半期連結累計期間において、１株当たり17円（総額363,212千円）の配当を支払っております。

　なお、前第２四半期連結累計期間は配当を支払っておりません。
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８．１株当たり利益

　基本的１株当たり四半期利益は当社の株主に帰属する四半期利益を各四半期連結累計期間中の加重平均普通株

式数で割って計算しております。希薄化後１株当たり四半期利益は、すべての希薄化効果のある潜在的普通株式

（ストック・オプション）による影響について、普通株式の加重平均株式数を調整することにより算定しており

ます。各四半期連結累計期間の基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四半期利益の算定内容は以

下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自2012年４月１日
至2012年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自2013年４月１日
至2013年９月30日）

四半期利益（親会社の所有者に帰属）（千円） 295,295 78,581

基本的加重平均普通株式数（株） 16,024,000 21,365,400

基本的１株当たり四半期利益

（親会社の所有者に帰属）（円）
18.43 3.68

　 　 　

　
前第２四半期連結会計期間
（自2012年７月１日
至2012年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自2013年７月１日
至2013年９月30日）

四半期利益（親会社の所有者に帰属）（千円） 144,282 27,959

基本的加重平均普通株式数（株） 16,024,000 21,365,400

基本的１株当たり四半期利益

（親会社の所有者に帰属）（円）
9.00 1.31

（注）１．前第２四半期連結累計期間及び前第２四半期連結会計期間の希薄化後１株当たり四半期利益は、

新株予約権の残高はありますが、当社株式が非上場であり期中平均株価が把握できないため記載

しておりません。

　　　２．当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間は希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　

９．有形固定資産及び無形資産

当社グループの有形固定資産及び無形資産の帳簿価額の増減は以下のとおりであります。

　 　 　 （単位：千円）

帳簿価額 有形固定資産 無形資産 合計

2013年４月１日残高 197,226 136,458 333,684

取得 12,402 52,656 65,058

企業結合による増加 － 7,161 7,161

減価償却費及び償却費 (20,764) (14,158) (34,922)

2013年９月30日残高 188,864 182,117 370,981
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10．金融商品の公正価値

（１）償却原価で測定する金融商品の公正価値

　下記で示しているものを除いて、経営者は要約四半期連結財務諸表上、償却原価で測定された金融資産と金融

負債の帳簿金額は公正価値に近似しているものと判断しております。

　 　 （単位：千円）

　

前連結会計年度
（2013年３月31日）

当第２四半期
連結会計期間

（2013年９月30日）

帳簿価額 公正価値 帳簿価額 公正価値

金融資産 　 　 　 　

敷金 93,081 92,123 95,356 94,377

合計 93,081 92,123 95,356 94,377

　

（２）金融資産と金融負債の公正価値の決定に使用した方法及び仮定

　金融資産と金融負債の公正価値は以下のとおり測定しております。

　その他の資産の公正価値は将来キャッシュ・フローに対して信用リスク及び見積り時点の利率を適用して算出

された現在価値で測定しております。

　

（３）要約四半期連結財政状態計算書で認識された公正価値の測定

　当第２四半期連結会計期間終了日現在、当初の公正価値で測定される金融商品の公正価値の分類は以下のとお

りであります。　

　レベル１：活発に取引される市場での公表価格により測定された公正価値

　レベル２：レベル１以外の、観察可能な価格を直接、又は間接的に使用して算出された公正価値

　レベル３：観察不能なインプットを含む評価技法から算出された公正価値

　前連結会計年度及び当第２四半期連結会計期間において、公正価値で測定される金融商品はありません。

　

11．関連当事者

　当社グループの最上位支配株主はSBIホールディングス株式会社（日本企業）であり、次上位支配株主はSBIブ

ロードバンドファンド１号投資事業有限責任組合（日本企業）とSBIビービー・モバイル投資事業有限責任組合

（日本企業）であります。

　当社と当社の子会社（当社の関連当事者）の間の取引は連結上消去されているため開示しておりません。当社グ

ループとその他の関連当事者との間の取引内容は以下のとおりであります。

　

（１）関連当事者との取引

　前第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結累計期間中、当社グループの企業と当社グループに含まれて

いない関連当事者間との取引は以下のとおりであります。

　 　 （単位：千円）

　
前第２四半期連結累計期間
（自2012年４月１日
至2012年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自2013年４月１日
至2013年９月30日）

収益 　 　

兄弟会社（当社株主の子会社） 125,682 63,218

管理費 　 　

兄弟会社（当社株主の子会社） － 3,614
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　前連結会計年度及び当第２四半期連結会計期間終了日現在、関連当事者に対する債権・債務の内容は以下のと

おりであります。

　 　 （単位：千円）

　
前連結会計年度

（2013年３月31日）

当第２四半期
連結会計期間

（2013年９月30日）

債権 　 　

兄弟会社（当社株主の子会社） 45,406 －

主要な経営幹部 850 800

債務 　 　

兄弟会社（当社株主の子会社） 1,080 345,677

　上記の他に、子会社株式取得に伴い親会社への支払（22,272千円）が発生しております。

　

　関連当事者との取引は当社グループの一般的な取引条件によって行われております。

　関連当事者間の債権・債務に対して提供された担保は存在せず、将来に現金で決済されます。該当債権・債務

に対する保証取引はありません。

　前連結会計年度及び当第２四半期連結累計期間中の関連当事者に対する債権が不良債権に分類されることによ

り認識した費用はありません。

　

（２）主要な経営幹部に対する報酬

　四半期連結累計期間中、取締役及びその他の主要な経営者に対する報酬は以下のとおりであります。

　 　 （単位：千円）

　
前第２四半期連結累計期間
（自2012年４月１日
至2012年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自2013年４月１日
至2013年９月30日）

短期給付 42,545 38,084

合計 42,545 38,084

　取締役及びその他の主要な経営者に対する報酬は個々の実績と市場の傾向を考慮して株主総会で決定されま

す。

　

12．支出に関するコミットメント

　当社グループの前連結会計年度及び当第１四半期連結会計期間における決算日以降の資産の取得に係るコミット

メントは以下のとおりであります。

　 　 （単位：千円）

　
前連結会計年度

（2013年３月31日）

当第２四半期
連結会計期間

（2013年９月30日）

有形固定資産の購入コミットメント（注１） 53,143 －

無形資産の購入コミットメント（注２） 89,357 －

合計 142,500 －

　（注１）クレジットカード決済システムのリプレイスに係るものであります。

　（注２）クレジットカード決済システムのリプレイス及び株式会社AXES Paymentの加盟店用基幹システム開発に

係るものであります。
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13．企業結合

　当社は、2013年６月28日付でSBIペイフォーオール株式会社を完全子会社化いたしました。

　当該子会社化の概要は次のとおりであります。

　

（１）被取得企業の名称及び説明

① 被取得企業の名称

　SBIペイフォーオール株式会社（以下、「SBIペイフォーオール」）

　

② 被取得企業の事業の内容

　クレジットカードの加盟店の開拓及びクレジットカードの加盟店が行う業務の代行並びに加盟店の管理

　iPhone、Android Phoneに代表されるスマートフォンを利用した決済システムを提供する事業

　情報処理サービス業並びに情報提供サービス業

　

（２）取得日

　2013年６月28日

　

（３）取得された議決権付資本持分の割合

　100％

　

（４）支配獲得方法

　株式取得

　

（５）企業結合の主な理由

　当社グループは、2011年よりスマートフォン対応の端末提供及び決済システムの構築により、決済事業をオン

ラインからオフラインへ拡大を開始しております。一方、SBIペイフォーオールは、iPhoneやAndroid等のスマー

トフォン端末を活用した決済ソリューションの提供を行っており、順調に加盟店を拡大して参りました。

　昨今、このようなスマートフォンをクレジットカード決済端末として利用するビジネスが拡大する中で、加盟

店数の増加を加速するために、SBIグループ内の決済分野におけるリソースを集約し、サービス機能拡充による

顧客満足度向上と業務効率化を目的として、SBIペイフォーオールを子会社化することにいたしました。

　

（６）取得の対価

　 （単位：千円）

　 取得対価

現金及び預金 44,544

　

（７）取得日時点における取得資産及び引受負債の金額

　 （単位：千円）

　 公正価値

無形資産 7,161

その他の非流動資産 2,560

棚卸資産 6,595

売上債権及びその他の債権 568

その他の流動資産 90

現金及び預金 19,964

資産合計 36,938

その他の流動負債 (1,368)

仕入債務及びその他の債務 (6,899)

未払法人所得税 (73)

負債合計 (8,340)

取得した識別可能な純資産の公正価値 28,598
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（８）取得により生じたのれん

　 （単位：千円）

　 公正価値

支払対価 44,544

取得した識別可能な純資産の公正価値 (28,598)

のれん 15,946

15,946千円ののれんは、主に事業統合効果による超過収益力を反映したものであります。

なお、この取得により生じたのれんは、税法上、損金には計上できません。　

　

（９）子会社の取得による純キャッシュ・アウトフロー

　 （単位：千円）

　
子会社の取得による純キ

ャッシュ・アウトフロー

現金及び預金による取得対価 44,544

取得した子会社における現金及び預金 (19,964)

子会社の取得による純キャッシュ・アウトフロー 24,580

　

（10）グループ業績への企業結合による影響

　企業結合が2013年４月１日であったと仮定した場合の影響は、収益及び四半期利益への影響は、それぞれ

9,736千円、△1,571千円であります。

　取得日以降にSBIペイフォーオールから生じた収益及び四半期利益はそれぞれ、52千円、△3,108千円で

あります。

　

14．要約四半期連結財務諸表の承認

　当社グループは2013年９月30日をもって終了する第２四半期連結会計期間に対して国際財務報告基準による要約

四半期連結財務諸表を作成し、2013年11月６日に取締役会にて承認されております。

　

15．後発事象

　該当事項はありません。　

　

２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ＳＢＩ　ＡＸＥＳ株式会社(E27562)

四半期報告書

22/24



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

ＳＢＩ　ＡＸＥＳ株式会社(E27562)

四半期報告書

23/24



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

　

２０１３年１１月６日

ＳＢＩ　ＡＸＥＳ　株 式 会 社

取　　締　　役　　会　御中 　

 

　 有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ　

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 阪　　田　　大　　門　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 加　　藤　　博　　久　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＢＩ　ＡＸ

ＥＳ株式会社の２０１３年４月１日から２０１４年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（２０１３

年７月１日から２０１３年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（２０１３年４月１日から２０１３年９月３０

日まで）に係る要約四半期連結財務諸表、すなわち、要約四半期連結財政状態計算書、要約四半期連結包括利益計算書、

要約四半期連結持分変動計算書、要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

要約四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第９３条の規定により国際会計基準

第３４号「期中財務報告」に準拠して要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は

誤謬による重要な虚偽表示のない要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統

制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から要約四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の要約四半期連結財務諸表が、国際会計基準第３４号「期中財務

報告」に準拠して、ＳＢＩ　ＡＸＥＳ株式会社及び連結子会社の２０１３年９月３０日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書

提出会社）が別途保管しております。　
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